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１．はじめに 

令和 3 年 8 月 15 日午前 5 時頃に、中央自動車道岡谷ジャ

ンクション（以下、JCT と称する）から伊北インターチェン

ジ（以下、IC と称する）間の 185.1kp 付近で、下り線側の高

速道路区域外の山から土石流が高速道路上に流入し、高速

道路の通行止めが余儀なくされた。図－１に位置、図－２に

発生直後の現地状況を示す。この土石流は高速道路の下流

側で家屋や国道、駅舎などにも被害をもたらし、復旧に当た

っては土石流の再発によるリスクも考慮した速やかな対応

が必要であった。 

２．土石流発生時間の推定とその誘因について  

令和 3 年 8 月 12 日から 15 日にかけて日本の広い範囲で

大雨となり、特に 13 日から 15 日にかけては記録的な降水

量を記録し、全国各地で大雨特別警報が発表され、土砂災害

や河川の増水や氾濫、低地の浸水による被害などが発生し

た 1)。長野県では南部、中部を中心に記録的な大雨となり、

県内のアメダス 10 地点で 72 時間降水量の記録を更新した。

図－３に高速道路上に設置している気象観測局で被災箇所

最寄りの川岸観測局の降雨記録を示す。8 月 14 日の 12 時

25 分に組合せ雨量の超過により高速道路の通行止めを実施

した。15 日の 3 時 00 分から時間雨量 30mm/h を超える激し

い雨を観測し始め、4 時 00 分に最大時間雨量 45mm/h を記

録し、その後 5 時 00 分頃に巡回班が土砂流入を発見したこ

とから、土石流は最大時間雨量を観測した 4 時 00 分から 5

時 00 分の付近で発生したと考えている。その後も降雨が継

続し、6 時 30 分に当該 IC 間の通行止め基準値である連続雨

量 210mmを大きく超える最大連続雨量 351mmを記録した。 

３．土石流発生の要因  

岡谷 JCT から伊北 IC の間は塩嶺累層と呼ばれる地質に

沿って建設されており、ほとんどの箇所が土砂災害警戒区

域に指定されている。平成 18 年にも降雨による土石流の発
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図－３ 8 月 13 日～16 日までの気象記録 

図－１ 被災箇所位置図 

図－２ 発生直後の状況 
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生により同様の被害が発生している。その際の調査では、発

生原因として 2～3m ほどの表層ローム質土層に降雨により

水が供給され、その下の層が透水性不良の黒色土層であっ

たことが表層の飽和度上昇の素因となり、多量の水分を含

んだ状態で崩壊したことが示唆されている 2)。今回発生した

土石流についても水分を多く含んでいたため、平成 18 年に

発生した際のメカニズムと同様であると考えられる。 

４．応急対策の取組み  

高速道路の速やかな通行止め解除に向け、下り線側路肩

への大型土のう設置による緊急車両通行帯確保、対面通行

規制による通行止め解除、土砂流入防止柵の設置による規

制の解除の 3 ステップを踏む必要があった。図－４に対面

通行規制図を示す。下り線側を土砂だまり、上り線側を通行

帯とする規制とした。対面通行規制の解除にあたり、同規模

の土石流が発生した場合でも高速道路上に土砂が流入しな

いことを前提条件として土砂流入防止柵を設計した。計画

流出土砂量は当該渓流における区域調書 3)より設定し、C-

Box 諏訪 43 は 2,200m3、諏訪 42 は計画流出土砂量が 1,000m3

に満たないため 1,000m3でそれぞれ設計した。図－５に土砂

流入防止柵の構造図をそれぞれ示す。C-Box 諏訪 42 側のよ

うに H 鋼杭と下部 1.5m を鋼矢板、上部 1.5m を立木の捕捉

を考慮した落石防護網とすることを基本設計としたが、C-

Box 諏訪 43 側は開口部の断面が比較的大きく既存の断面が

確保できないことから、C-Box 上は下部 1.0m を Co 製の壁

高欄、上部 2.0m を落下物防止柵とする構造とした。図－６

に土砂流入防止柵の設置状況を示す。災害発生から約 1 か

月後の 9 月 17 日に C-Box 諏訪 42 側の施工が完了し対面通

行の解除、9 月 30 日に一部路肩規制内の作業が残ったもの

の設置が完了し規制を解除した。 

５．おわりに  

本稿では、令和 3 年 8 月に発生した土砂災害について、

気象分析、既往の文献調査及び発生要因の検討を行った。比

較的短期間に続いた激しい雨により表層に大量の水が供給

され、下層の排水不良により表層が大量の水を保持した状 

態で崩壊し、立木等を巻き込んだ土石流となったと考えられる。また、同一箇所で同規模の土石流が発生した

際にも道路に流入させないという思想で設計を完了し、現地に土砂流入防止柵を設置した。 
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図－４ 対面通行規制図 

(a) C-Box 諏訪 42 

(b) C-Box 諏訪 43 
図－５ 土砂流入防止柵構造図 

(a) C-Box 諏訪 42 

(b) C-Box 諏訪 43 
図－６ 土砂流入防止柵設置状況 
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